Veritas 2010年夏期講習　現代文センター演習
●センターの過去問を中心に評論文5回、小説5回を扱います。

●センター試験の現代文は時間との勝負です。しかも多くの生徒にとって得点が不安定なものが現代文です。

　その現代文の時間配分、問題文の読み方（その手順と留意点）、設問の検討と選択の仕方などを具体的に解説します。

●要予習

　予習に際して、

①時間を計ってください。評論文では20～22，23分くらいが目安だと思いますが、1回目はとりあえず時間は余り気にしないでしっかり解ききってください。ただし時間は計っておいてください。授業のさいに聞きます。

②その選択肢を選んだ「理由」をはっきりさせておいてください。

　消去法で残ったのか、積極的に選んだのか。

　消去法で選んだのであれば、他の選択肢のどこが、どう違うのか。積極的に選んだのであれば、本文のどの部分と合致しているのか。それを明確にさせておいてください。また明確になるまで考えてください。

③課題文を読んだ後、小問6から解いてみてください。

　課題文を先ず読む。その全体の印象がもっとも鮮明なうちに、全体についての設問である（6）を解く。私はそうしています。なぜなら選択肢をみて、あ、これはあそこに書いてある内容だ、という判断が一番正確で早いからです。

⑤問題文を読む前に設問部は確認する（どこにあるのか。説明を求めているのか、理由を聞いているのかなど）。けれども選択肢はみない。

　とりあえず以上のやりかたでやってみてください。

※必ず予習しておいてください。予習なしでは何をやっているのかわからなくなります。直前でなくても構いませんが、かなりはやめにやった場合は、授業の直前に問題文を再読しておいてください。

